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人間力向上推進全体構想図

武本部 の精神で 未来を 担い，明日を 切り拓く 人づくり

国の施策・法的根拠 学 校 教 育 目 標 学校・子どもの実態

◇ 日本国憲法 ◇中央審議会 【つよく・ゆたかに・かしこく】 ◇ 校長・教師の教育理念・指導力
◇ 教育基本法 答申 ○ ねばり強く た く ま し い 子 【体】 ◇ 児童の実態と将来への夢や希望
◇ 学校教育法 ◇教育振興基本 ○ 明 る く 心 ゆ た か な 子 【徳】 ◇ 学校課題，めざす学校・教師像
◇ 学習指導要領 計画 ○ よく 考 え 進んで 学習する子 【知】

県・町教育委員会施策 本校教育の重点実践事項 保護者・地域の実態

◇ 沖縄県教育振興基本計画 ◆「時を守り，場を浄め，礼を正す！」 ◇ 保護者の「期待」と「ねがい」
◇ 学校における指導の努力点 ①「関 わ る 力」人間関係構築能力 ◇ 地域社会の実態，「期待と要望」
◇ 県学推「授業改善６つの方策」 ②「見つめる力」見通しを持ち計画性 ◇ めざす保護者（父母）像
◇ 本部町教育の主要施策 ③「向 か う 力」課題解決へ向かう態度 ◇ 幼・小・中保護者の連携・融合
◇ 本部町学力向上推進施策 ④「決 め る 力」決断力と実践意欲 ◇ 本部校区学推とキャリア接続

⑤「進 む 力」協働的に前へ進める実行力

学習規律の徹底 本 校 の 人 間 力 向 上 推 進 の 基 本 理 念 授業改善の視点

○ 活動･構成･対話 １．「非認知能力」育成の合い言葉 ①学びを育てる学習規律

○ ベル席,03秒黙想 ①「時を守り，場を浄め，礼を正す」（時間）（空間）（世間） ②学習の流れを創り出す

○ 学習用具の準備 ②「人間関係づくり」→「学級経営」を基盤とする「集団づくり」 板書計画

○ 授業の見通し ③「やりぬく力（グリット＜Grit＞）を身につける。」 ③書く楽しさを味わわせ

○ 対話のUD化 ２．「メタ認知能力」育成の合い言葉 るノートづくり

○ 言語力･表現力 ①「基本話型」「基本聴型」「学習規律の徹底」「支持的風土醸成」 ④子供の発表を引き出す

○ 授業評価と改善 ②「授業改善」→「学び合い」「主体的で、対話的な深い学び」 発問，聴く姿勢の指導

○ 自己肯定感の高揚 ③「学習を支える力の育成」→「規範意識マナー」「対話の充実」 ⑤対話型の交流ある授業

低学年（自分に気づく） 中学年（夢に気づく） 高学年（未来を築く）

① 好きな事，得意な事に気づかせる ① 中学年としての役割や自覚を持つ ① 自分の良さや個性を理解できる

② 出来る事を体感させ，増やす ② 学校生活で自発的に活動できる ② 他者の違いに気づき尊重できる

③ 友を認め，共に学ぶ態度を養う ③ 思考の過程が見えるノートづくり ③ 職場県学を通して夢や希望を育む

④ 自分が役立つ喜び，自信へ繋ぐ ④ 社会体験学習や交流学習を実践 ④ 社会体験を通し，勤労観を育む

⑤ 中学年へ向けた態度を育てる ⑤ 自分の生き方・在り方を模索する ⑤ 社会性・義務と責任感を育む

⑥ 自分の良さや個性を理解させる ⑥ 根拠を踏まえた言語活動（5W1H） ⑥ 上級学校へ進む心構えを養う

■ テーマ： 『生きて働く力』 の基盤となる「新しい時代に必要とされる資質・能力」を育む！

サブテーマ ： ～ 学びの質を高める「３つの視点」を踏まえた「算数科の授業改善」を通して ～

「自己肯定感」の高まり 「学び・育ち」の実感 「組織的」な関わり

［視点１］ 自己肯定感 の高まり ［視点２］ 学び ・ 育ち の 実感 ［視点３］ 組織的 な 関わり

(1)「規範意識・マナー」の向上 (1)求められる「３つの資質・能力」 (1)教師一人一人が主体的に参画
○「挨拶」や「返事」の習慣化を徹底指導 ○生きて働く「知識・技能」の習得 ○教材分析の充実と授業づくりの工夫・改善
○「他と認め合う」「思いやる心」を育む ○未知に対応「思考力・判断力・表現力」 ○互見・公開・研究授業を活発に実践する

○より良い社会「学びに向かう力・人間性」
(2)「対話型」の授業を通して (2)教育課程の「量」と「質」の向上
○「違う意見」を聴く，自分の考えも伝える (2)「主体的・対話的で深い学び」の実現 ○週案を通し「子供」と「教材」をつなぐ
○「自己有用感」「自尊感情」を高める ○友の考えから，交流を通して学びを広げる ○週案を通し「計画」と「実践」をつなぐ

○自分の考えを吟味して，学びを深める
(3)「探究活動」を通して (3)新学習指導要領や他学年の繋がりを
○みんなで協働して最後まで活動できる (3)教科の「横断的・総合的」学びへ繋ぐ ○教材の系統性，繋がりを確り分析を行う
○気づき，見つめ，問題発見できる素養 ○学習過程を振り返り新たな「問い」を持つ ○改訂の意義・趣旨をしっかり踏襲する

○自己の生き方へと，自己実現を目指す

校内組織体制の整備 学習環境の整備 外部との連携の構築 諸関係機関との連携

○各学年教職員の共通理解 ○学習空間の確保 ○地域の教育資源の積極的活用 ○県教育庁国頭教育事務所
○教職員個々の職能技術向上 ・教室の掲示物の工夫 ○地域の伝統文化，行事の活用 ○国頭地区学力向上推進委員会
○教職員の協働体制の確立 ・校内の掲示物の工夫 ○地域の教育力，人材の活用

○地域の公共施設との連携 ○本部町教育委員会
○校内・校外研修の充実 ○学校図書館の機能の充実 ○町学力向上推進委員会

○保護者との連携 ○本部小・中校区での連携
○児童に対する指導体制･態勢 ○ＰＣ室の情報環境の整備 ○保護者の職場との連携 ○近隣の幼小中高校との連携
○実践を支える運営体制･態勢 ○校内ＬＡＮなど情報活用 ○本部Good_Job連絡協議会 ○キャリア・パスポート連携
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